
2023年7月31日よりJPR本庄デポ（埼玉県本庄市）へ太陽光発電を導入・
稼働しました。
規模は太陽光パネル234枚で設備稼働による年間発熱量は約109.564KWh、
CO2排出量は年間におよそ49.63t（本庄デポにおける電力使用で排出され
るCO2の約20%）削減される見込みです。
デポへの太陽光発電の導入は、事業展開によるCO2排出量削減にとどまら
ず、コスト削減による料金の適正化やサービス拡充、停電等災害時のBCP対
策としても有効であるため、今後JPRデポを中心に導入拠点拡大を目指して
いきます。

JPR初！デポへの太陽光発電設備を導入

JPRでは、持続可能な社会を目指すために、破損などによって使用できなく
なったプラスチック製レンタルパレットを、再び同じパレットの原料としてリサ
イクルする取り組みをサプライヤー企業とともに進めています。
本取り組みの結果、新規に製造されるPT-11型プラスチック製パレットに占め
る再生原料の割合を約30％とすることに成功しました。
再生原料割合30％のプラスチック製パレットは、プラスチック原料の量を抑
制することで、新規材を100%使用したものと比べて製造時におけるCO2排
出量が約20%削減され、環境面での効果も期待できます。

再生原料比率が約30%に向上しました！

■ 原料調達時
■ 電力消費
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JPRは、環境目標を実現するために、
右記の３つの重点課題を定義しました。
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環境負荷低減から始まる
脱炭素物流の実現への
挑戦

JPRは、企業理念「私たちの住む社会を、もっと豊かにする原動力となる」に基づき、モノの流れの最適化を図るとともに、脱炭素物流・脱
炭素社会への貢献に挑戦し続けます。
私たちは、「モノの流れを最適化」することが、環境負荷低減への早道であり、脱炭素物流・脱炭素社会ひいては持続可能な社会につなが
ると考えています。そのために、まずは私たちの事業が排出するCO2の低減・削減をテーマに活動を実施することといたしました。事業活動
において、直接的・間接的に排出されるCO2の実態を把握し、そしてドラスティックに削減していく改革に取り組みます。
私たちは、当社の事業に関わる全てのステークホルダーとともに、環境に優しい物流の実現へ取り組み、人びとが安心・安全・安定した暮ら
しを続けられる持続可能な世界を目指します。

レンタルパレットの軽量化を実現する

フォークリフトのリチウムバッテリーへの切り替えの促進などにより、
燃料使用によるCO2排出量を30％削減（原単位あたり）する

デポでのエネルギー消費量を20％（原単位あたり）削減する

オフィスでの電気消費量を40％削減する

社用車のハイブリッド、またはエコカーの導入率100％を目指す

輸配送によるCO2排出量を15%削減する（原単位あたり）

破損パレットの100％再資源化を行う

レンタルパレットの製造に使用される再生材割合を30％から51％に増やす

洗浄水循環型パレット洗浄機への移行を推進し、全面採用を目指す

太陽光発電、風力発電などの再生可能エネルギーの発電設備をデポに設置し、
電力自給率20％を目指す

組織体制
JPRは、環境負荷低減の取り組みを、全社を挙げた取り組
みとして推進します。そのためサステナビリティ委員会を
設置し、計画の推進および進捗管理を行うとともに、各部
門がテーマ別活動の計画を立案・実行します。

環境目標

私たちは、
2030年までに
2018年対比で

サービスを通じて
排出するCO2を

28%
削減します。

自社で
排出するCO2を

42%
削減します。

サービスを
通じて排出する

CO2

Cut
!

Cut
!

パレットの廃棄0を目指す

プラスチックパレット原材料の再生材割合を
51%に増やし、エコな商材の充実を図る

使用する水資源の循環利用と
適切な管理を実施する

使用電力の再生エネルギー利用比率を高める

環境に配慮したサービス提供と
事業活動を推進する
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